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鋤

七
月
三
十

一
日

（
日
）
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
人
田
小
　
中
学
校

で
、
地
震
災
害
を
想
定
し
た
市
民

参
加
型
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
暑
さ
の
厳
し
い
と
き
で
あ

り
ま
し
た
が
、
町
内
会
、
自
主
防

災
会
、
幼
稚
園
児
、
小
　
中
学
生
、

総
計
三
百
七
十
七
名
が
参
加
し
、

真
剣
に
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

「避
難
訓
練
」

徒
歩
ま
た
は
自
転
車
で
、
避
難

経
路
や
避
難
に
要
す
る
時
間
を
確

認
し
な
が
ら
学
校
運
動
場
に
集
合

し
ま
し
た
。
な
お
、
避
難
困
難
者

（高
齢
で
遠
距
離
）
の
中
に
は
、

警
察
の
パ
ト
カ
ー
で
到
着
す
る
方

も
あ
り
ま
し
た
。

「資
機
材
取
扱

い
及
び
救
出

・
搬

送
訓
練
」

段
ボ
ー
ル
製
簡
易
ト
イ
レ
や
夜

間
照
明
用
発
電
機
等
の
使
用
方
法
、

ロ
ー
プ
結
索
に
つ
い
て
習
得
。
ま

た
、
自
動
車
用
ジ
ャ
ッ
キ
等
を
使

用
し
、
倒
壊
家
屋
か
ら
負
傷
者

（人
形
）
を
救
出
、
簡
易
担
架
で

搬
送
す
る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

「応
急
処
置
訓
練
」

体
育
館
で
医
師
の
ト
リ
ア
ー
ジ

（重
症
度
、
緊
急
度
等

に
分
類
）

後
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
て
の
心
肺

入田町まちづくり協議会 会長 坂東喜夫

[l壊家屋からの負傷者救出訓練 蘇
生
法
、
骨
折
箇
所
の
固
定
や
出

血
の
手
当
等
の
応
急
処
置
訓

練
を
行

い
ま
し
た
。

「避
難
所
運
営
訓
練
」

避
難
者

へ
の
対
応
や
避
難

所
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
出

来
事
に
ど
う
対
応
し
て
い
く

か
を
図
面
上
で
模
提
体
験
し

ま
し
た
。

「炊
き
出
し
訓
練
」

中
学
生
も
協
力
し
、
家
庭

科
室
で
非
常
食

（
ア
ル
フ
ア
米
の

五
日
御
飯
）
の
炊
き
出
し
訓
練
を

行
い
、
カ
ン
パ
ン
と
と
も
に
訓
練

参
加
者
全
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
「災
害
用
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル

（
一
七

一
ご
、
「
地
震
に

よ
る
液
状
化
実
験
」
、
「起
震
車
に

よ
る
地
震
体
験
」
等
も
あ
り
大
変

好
評
で
し
た
。

南
海
地
震
は
、
今
後
三
十
年
以

内
の
発
生
確
率
が
六
十
パ
ー
セ
ン

ト
程
度
と
想
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

地
震
発
生
時
に
は
、
地
域
住
民

が
力
を
合
わ
せ
人
命
救
助
や
出
火

防
止
等
、
迅
速
　
的
確
な
対
応
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
改
め

て
痛
感
し
た
訓
練
で
あ
り
ま
し
た
。

今
後
さ
ら
に
防
災
知
識
　
技
術
の

向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
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AEDを使用しての応急処置引練

非常食の炊き出し訓練
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新
町
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
　
大
森
　
茂

眉
山
山
頂
へ
登
る

一
般
的
な
コ
ー

ス
は
、
阿
波
踊
り
会
館
よ
り
天
神

社
横
の
石
段
を
上
り
詰
め
る
と
中

腹
の
自
動
車
道
と
な
り
、
こ
こ
よ

り
百
メ
ー
ト
ル
刻
み
の
石
標
六
百

八
十
メ
ー
ト
ル
を
た
ど
る
と
山
頂

に
至
る
、
登
り
約
二
十
分
、
下
り

二
十
分
程
度
で
あ
る
。
こ
の
山
登

り
を
毎
日
の
ご
と
く
個
人
で
、
ま

た
グ
ル
ー
プ
で
汗
を
流
し
て
い
る

人
た
ち
が
大
勢

い
る
。
健
康

へ
の

信
念
、
ま
た
自
然

の
中
で
の
憩

い
の

場
と
し
て
私
も
そ

の

一
人
で
あ
る
。

き
れ
い
に
落
ち

葉
が
掃
き
清
め
ら

れ
、
夜
露
に
湿

っ

た
石
段
が
頂
上
へ
の

一
歩
と
し
て
、

ま
た
天
神
社
の
神
域
と
し
て
、
す

が
す
が
し
く
感
じ
ら
れ
る
。
と
き

た
ま
竹
帯
で
こ
の
石
段
を
黙
々
と

掃
除
し
て
い
る
男
性
に
感
謝
の
声

を
か
け
る
が
、
し
か
し
何
か
の
事

情
で
あ
ろ
う
か
、
い
つ
の
ま
に
か

落
ち
葉
が
自
然
の
ま
ま
放
置
さ
れ

て
、
日
が
経
過
す
る
に
従

っ
て
流

れ
て
き
た
土
が
重
な
り
、
登
山
者

が
踏
み
し
め
る
の
で
階
段
が
坂
道

の
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
水
分
を

含
む
と
小
虫
が
飛
び
回
る
の
で
下

り
の
と
き
な
ど
極
め
て
危
険
で
あ

る
。
元
気
な
観
光
客
も
と
き
ど
き

見
か
け
る
の
で
大
い
に
気
に
か
か

る
。
今
ま
で
何
人
か
の
清
掃
者
の

交
代
を
見
て
き
た
が
、
個
人
で
の

清
掃
に
は
や
は
り
限
界
が
あ
る
の

で
、
組
織
的
な
対
策
を
考
え
る
た

め
環
境
衛
生
組
合
新
町
支
部
で
取

り
上
げ
、
石
段
三
百
四
十
八
段
、

一
人
当
た
り
三
十
段
で
十

一
人
、

ま
た
竹
等
も
十

一
本
、
落
ち
業
か

き
も
必
要
か
と
打
合
せ
中
に
、
あ

る
日
石
段
が
掃
き
清
め
ら
れ
新
し

い
竹
帯
が
石
段
の
途
中
ニ
カ
所
に

三
本
位
立
て
か
け
て
あ
る
。

見
る
に
見
か
ね
て
勇
気
あ
る
お

方
が
挑
戦
し
て
く
れ
た
の
で
、　
一

応
組
合
と
し
て
は
継
続
審
議
と
し

た
が
、
公
共
の
場
を
美
し
く
保

つ

と

い
う
日
本
人
の
清
潔
感
、
裏
方

と
し
て
の
達
成
感
が
こ
こ
で
も
無

名
の
方
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ

と
は
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
い
こ

と
で
あ
る
。

ま
た
、
「
眉
山
か
ん
ぽ
の
宿
」

下
の
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
ー
直
下
の
谷

へ
粗
大
ゴ
ミ
が
多
量
に
廃
棄
さ
れ

て
い
る
の
を
県
勤
労
者
山
岳
連
盟

の
若
者
が
、
毎
年
十
二
月
第

一
日

曜
日
に
手
作
業
で
、
ま
た
ロ
ー
プ

を
使

い
、
危
険
な
傾
斜
を
持
ち
上

げ
て
い
る
。
私
も
毎
年
参
加
し
て

い
る
が
二
、
三
年
は
か
か
り
そ
う

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
隠
れ
た
と
こ
ろ
の
奉

仕
活
動
を

い
か
に
継
続
す
る
か
、

郷
土
愛
の
広
が
り
を
期
待
し
た
い
。

市
民
の
元
気
の
源
、
癒
し
の
山

が
美
し
く
保
た
れ
、
登
山
者
が
い

つ
で
も
爽
や
か
な
汗
を
拭
う
眉
山

で
あ
り
続
け
た
い
も
の
で
あ
る
。

コミユニテイだより第61号

第21回 徳島市コミユニ
日時 平成23年 10月 23日 lB 10:00～ 15:45頃

場所 渭北コミユニテイセンター (北前川町273
内容 即売会     演芸発表会

カローリング  抽選会  なご

グラウンドゴルフ

お問い合わせは、徳島市コミユニテイ連絡協議会事務局(Te621 5510)ま たは渭北街づくり協議会(Te652 7476)ま で。



(3)平成23年 10月 1日 コミユニテイだより

渭北の「学校と家庭・地域の連携」事業

助任小学校 徳島中学校

４

月

1安全安心ステーション事業開始

(児童生徒の登下校パトロール)

2地区子ども会の新体制づくり
3わくわくクラブの企画 (公 民館 )

５

月

1渭北地域ぐるみ青少年健全育成協議会

総会
2スポーツ少年団入団式

3学校開放委員会 (体育館、運動場 )

4青少年補導員学校訪間
5公民館、コミセン見学 (小 3)

6車いす等のバリア体験 (小4)

7助任川、興源寺川の調査 (小 5)

8職業体験、仕事調べ (小 6)

６

月

1城山オリエンテーリング
2街かど探検隊 (小 2)

3安全安心避難]‖練
4下校訓練
5わくわくクラブ活動開始

1地域連携企画チーム (街づくり協、公民

館、民生委、PTA)と 学校生徒会役員
との話し合い

2職場体験学習 (58事業所 )

７

月

1民生委員学校訪間
2学童保育七夕まつり
3神社の夏祭り (郷土愛の育成 )

4蜂須賀墓所の清掃 (伝統文化 )

1民生委員学校訪問
2蜂須賀墓所の清掃 (伝統文化 )

3資源ゴミ回収 (アルミ缶 )

毎月 1回 (ユニセフ募金へ)

4人権問題意見発表会、人権集会

８

月

1お盆行事 (伝統文化 )

2学校環境整備 (支援ボランティア)

3渭北体協まつり開催

1お盆行事 (伝統文化 )

2阿波おどり会場周辺清掃 (奉仕活動 )

3阿波おどり駐車場として校庭開放

(渭北体協管理運営)

９

月

1敬老会参加 (琴 クラブ、金管クラブ、

合唱クラブ出演、敬愛の手紙 (1年 ))

2福祉施設訪間
3学校公開授業、バザー (PTA)
4みんなにやさしい町づくり調査 (小 4)

1敬老会参加 (オーケストラ部出演 )

2独居高齢者訪間と福祉学習
3学校公開授業
4徳中祭 (表現の部、町民鑑賞 )

１０

月

1町民歩け歩け大会参加 (体育の日)

2神社の秋祭り (郷土愛と伝統文化 )

3まなびの町について見学や調査 (小 3)

4学校運動会

(集団行動、体力向上、連帯感 )

1町民歩け歩け大会参加 (体育の日)

2環境美化 (奉仕活動 )

3合唱コンクール

「

月

1町民文化祭に参加 (合唱、琴、書画 )

2助任小チャレラン大会
3オープンスクール
4人権教育学習
5災害から町を守るための調査 (小 5)

1町民文化祭参加 (書画作品展示 )

2人権濠1場
3環境首都あどぶとエコスクール

(助任川、吉野川の水質検査 )

‐ ２

月

1環境美化活動 (地域一斉清掃 )

2渭北地域ぐるみ健全育成講演会
3「火の用′凶 親子見回り隊
4渭北の歴史「徳島空襲を聞く」
5学童保育クリスマス会

１

月

1昔の遊び指導 (小 1)

(ベーゴマ、けん玉、竹馬、お手玉など
23名参加 )

2安全、避靭 ‖練

２

月

1総合的な学習の時間について成果の発表

(3年以上 )

2金管バンド、合唱のスマイルメモリーコ

ンサート

３

月

1スポーツ少年団卒団式
2わ くわくクラブ閉講式
3地区子ども会お別れ行事

小
学
校
で
は
、
今
年
か
ら
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
教
育
が
展
開
さ
れ
て
い
る

（
中
学

校
は
二
十
四
年
か
ら
）。
子
ど
も
た
ち
に

「生
き
る
力
」
を
育
て
る
べ
く

「知
　
徳
　
体
」
の
充

実
に
、
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
す
る
教
育
を
目
指
し
て
い
る
。
特
に
、
体
験
学
習
が
重
視
さ
れ
、
自
然

や
環
境
な
り
地
域
社
会
と
の
か
か
わ
り
の
中
で

「生
き
る
力
」
を
身
に
つ
け
、
自
信
を
も

っ
て
将

来
に
向
か
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

変
化
の
激
し
い
社
会
に
対
応
し
、
自
ら
考
え
、
行
動
で
き
る
力
を
伸
ば
す
た
め
に

「総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

渭
北
街
づ
く
り
協
議
会
会
長
　
山石
丸
　
　
定

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
特
色
を
生
か
し
、
創
意
工
夫
し
て
学
習
意
欲
を
高
め
、
「探
求
的
」
な
学

習
活
動
を
進
め
る
よ
う
で
あ
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
〓
ア
ィ
は
、
学
校
が
設
定
し
た
教
育
目
標
に
向
か
い
、
充
実
し
た
学
習
活
動
が
進

め
ら
れ
る
よ
う
、
人
材
や
教
育
資
源
を
整
備
し
、
連
携
体
制
を
整
え
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

渭
北
地
区
に
お
い
て
、
従
来
か
ら
積
み
重
ね
て
き
た
も
の
、
ま
た
、
新
し
く
企
画
し
た
も
の
な

ど
、
年
間
を
通
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
を
ま
と
め
た
。
こ
れ
か
ら
の
渭
北
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
設

定
の

一
助
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

1地域連携企画チームの活動計画について

話 し合い

(地域の人材、教育資源、活動計画 )

1環境美化活動 (学校周辺地域 )

花壇の花植え (校内、フラワーロード)

(町内会、地区婦人会と生徒合同)

2青少年補導員学校訪間
3徳中祭 (運動の部 )

1餅つき (民生委員と独居高齢者訪間)

2環境美化活動 (地域一斉清掃 )

1防災ヨ‖練
2交通マナー研修

1地域連携企画チームと生徒会役員との

話し合い

(活動の反省と次年度の計画 )

1環境整備 (花壇 )

2郷土資料作成 (職場体験学習用 )

こ
れ
か
ら
の
「学
校
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
考
え
る
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島田地区道路今昔

加茂名まちづくり協議会 会長 原田治郎

旧
県
道

一
号
線
は
、
蔵
本
元
町

一
丁
日

（佐
古
三
ツ
合
）
を
起
点

と
し
、
蔵
本
元
町
三
丁
日
と
北
島

田
町

一
丁
日
に
か
か
る
島
田
石
橋

を
渡
る
と
北
島
田
町
に
入
り
、
不

動
町

（旧
新
居
村
）
を
通
り
、
藍

住
町
、
板
野
町
か
ら
大
坂
峠
を
越

え
て
香
川
県
引
田
町
ま
で
の
間
を

旧
讃
岐
街
道
と

い
わ
れ
て
い
た
。

主
要
街
道
と
し
て
通
行
が
絶
え
ず
、

中
で
も
北
島
田
町
三
丁
日
か
ら
鮎

喰
川
を
渡
り
不
動
町
に
入

っ
た
す

ぐ
の
脇
に
お
不
動
さ
ん
が
あ
り
、

春
と
秋
と
の
二
回
の
縁
日
に
は
夜

店
も
多
く
並
び
、
北
は
藍
住
町
か

ら
南
は
佐
古
、
蔵
本
か
ら
、
行
列

の
で
き
る
ほ
ど
の
通
行
人
が
あ

つ

た
。
現
在
は
車
が
時
々
通
る
く
ら

い
で
、
本
当
に
街
道
も
さ
び
し
く

な

っ
て
し
ま

っ
た
。
街
道
に
は
病

院
が
あ
り
、
神
社
も
あ
り
、
お
地

蔵
さ
ん
も
あ
り
、
信
者
も
多
く
、

今
で
も
お
参
り
す
る
人
が
絶
え
た

こ
と
は
な
い
。

新
県
道

一
号
線
は
、
徳
島
大
学

薬
学
部
前
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
徳
島
本
線

の
上
を
通
り
、
島
田
に
入
る
街
道

に
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
徳
島
西
局
が
あ
り
、

市
営
住
宅
を
越
え
て
不
動
橋
を
波

り
、
香
川
県
引
田
町
ま
で
続
い
て

い
る
。
中
島
田
通
り
に
は
、
新
県

道
と
交
差
す
る
交
差
点
近
く
に
は

ク
リ
ニ
ッ
ク
も
建
ち
、
医
療
を
初

め
、
健
康
対
策
の
た
め
に
多
く
の

人
が
利
用
し
て
い
る
ё

南
島
田
通
り
に
は
、
古
く
か
ら

大
き
な
会
社
も
あ
り
、
神
社
、
お

寺
も
あ
り
、
ま
た
南
島
田
町
三
丁

目
に
は
、
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（旧

職
業
訓
練
所
）
が
あ
り
、
多
く
の

生
徒
さ
ん
が
学
び
、
に
ぎ
わ

つ
て

い
る
。

今

い
ち
ば
ん
新
し
い
道
は
、
東

西
に
延
び
る
徳
島
―
鳴
島
線
で
あ

る
。
大
型
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
も
で
き
、　
一
日
中
車
の
往
来

が
絶
え
る
こ
と
な
く
、
今
や
国
道

一
九
二
号
線
よ
り
通
行
が
多

い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
島
田
地
区

は
、
北
、
中
、
南
の
三
路
線
に
よ

り
昔
か
ら
多
く
の
家
が
建
ち
並
び
、

そ
の
周
辺
に
は
田
畑
が
広
が
り
、

米
作
り
や
麦
づ
く
り
に
励
む
農
家

が
多
く
、
島
田

一
帯
は
農
村
地
区

と
し
て
発
展
し
た
。

そ
の
島
田
地
区
の
真
ん
中
を
、

南
北
に
新
県
道

一
号
線
と
東
西
に

徳
島
―
鴨
島
線
が
十
文
字
の
よ
う

に
開
通
し
、
車
社
会
の
到
来
と
と

も
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を
始
め
と
し
、

個
人
住
宅
が
増
え
て
農
業
が
や
り

に
く
く
な

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
て

い
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
現
在
で
は

工
場
が
あ
り
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ

ン
タ
ー
や
病
院
も
あ
る
。
そ
れ
に

Ｎ
Ｔ
Ｔ
徳
島
西
局
も
あ
り
、
多
く

の
加
茂
名
地
区
の
住
民
が
こ
れ
ら

で
働
き
、
生
活
の
糧
と
し
て
頑
張
っ

て
い
る
こ
と
は
、
住
民
の

一
人
と

し
て
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
る
。

確
か
に
新
し
い
道
路
が
で
き
て

な
に
か
と
便
利
に
な

っ
た
が
、
そ

の

一
方
で
は
い
ま
だ
に
町
界
が
わ

か
り
に
く
く
不
便
を
感
じ
る
が
、

そ
の
反
面
職
場
で
の
で
ヽヽ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
良
く
、
道
路
で
出
会

っ

た
方
々
と
の
挨
拶
が
で
き
る
よ
う

に
な

っ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
す
べ
て

道
路
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。

古

い
館
に
暗
い
通
路
。
玄
関
に

入
る
な
リ
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
の
山
。

壁
面
は
ド
ア
と
い
わ
ず
、
所
狭
し

と
ポ
ス
タ
ー
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
。

人
る
な
リ
ゾ
ッ
と
し
た
の
も
二

年
前
。
こ
れ
で
は
人
は
来
ら
れ
な

廊
下
の
雑
端
を

処
分
し
、
壁
面
を

仕
切

っ
た
だ
け
の

粗
末
な
コ
ー
ナ
ー
、

改
良
に
対
し
て
無

理
解
な
言
葉
を
浴

び
な
が
ら
…
。
完

成
に
一
年
の
感
″

芸
術
村
を
目
指
し
て

丈
六
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
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一
◎
芸
術
棚
の
完
成

昨
年
や
っ
と
計
画
中
の

一
つ
、

展
示
用
芸
術

コ
ー
ナ
ー
が
完
成
。

毎
月
展
示
内
容
に
変
化
を
も
た
し
、

俳
句
と
写
真
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
押
し
花
、
墨
絵
、
絵
画
、
写

真
等
に
よ
り
、
全
国
の
日
展
人
賞

作
品
、
県
展
特
選
、
博
美
展
受
賞

作
品
等
、
優
秀
な
作
品
が
展
示
さ

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
地
域
の
コ

ミ
セ
ン
と
し
て
、
住
民
の
優
れ
た

技
能
の
持
ち
主
が
い
か
に
多

い
こ

と
か
、
今
更
な
が
ら
驚
か
さ
れ
た
。

作
品
を
飾
る
と
、　
一
変
し
て
陰

鬱
な
廊
下
、
コ
ー
ナ
ー
に
輝
き
を

醸
し
出
し
た
。
毎
月
テ
ー
マ
に
よ

り
内
容
に
変
化
を
も
た
し
、
試
行

錯
誤
の
変
化
球
。

来
館
者
も
作
品
だ
け
を
の
ぞ
き

に
訪
れ
る
者
も
増
え
、
好
評
で
あ

Ｚ
り

。

◎
芸
術
た
ま
り
場
コ
ー
ナ
ー
完
成

ち
ょ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
よ
う
。

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
と
定
期
的
な

集
会
の
場
の
提
供
。
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
み
な
が
ら
、
お
茶
を
す
す
り
な

が
ら
、
金
も
か
か
ら
ず
、
月

一
回

の
集
ま
り
。
合

い
言
葉
は
持
て
る

力
を
、
技
術
を
分
か
ち
合
お
う
―

◎
写
真
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ク
ラ
ブ

の
立
ち
上
げ
。
埋
も
れ
た
オ
能
の

発
掘
と
り
―
ダ
ー
の
資
質
の
養
成
。

趣
味
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
輪
を

広
げ
、
文
化
的
で
潤

い
の
あ
る
町

づ
く
り
他
、
踊
り
、
一化
、
絵
画
、
伝
承

す
べ
き
伝
統
芸
術
等
、
幅
広
く
芸

術
文
化
の
発
信
基
地
に
し
よ
う
。

お
い
ら
の
村
は
芸
術
村
―
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神
踊
り
は
、
江
戸
時
代
の
初
期

に
伊
勢
踊
り
が
近
畿
地
方
を
中
心

に
大
流
行
し
た
際
に
阿
波
に
も
伝

来
し
、
桜
間
地
区
に
も

「神
踊
り
」

と

い
う
呼
び
名
で
定
着
し
、
継
承

さ
れ
て
き
た
と
す
る
説
が
あ
り
ま

す
。徳

島
県
内
で
は
、
か
つ
て
多
く

の
地
区
で

「神
踊
り
」
が
伝
承
さ

れ
、
そ
の
地
区
は
現
在
も
踊
ら
れ

て
い
る
地
区
を
含
め
、
確
認
で
き

る
も
の
だ
け
で
も
八
十
二
カ
所
に

及
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

こ
の

「神
踊
り
」
と
い
う
の
は
、

大
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
小
歌
を
歌

い
な
が
ら
、
被
り
物
を
頭
に
着
け

て
踊
る
風
流
踊
り
を
総
称
し
て

「神
踊
り
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、

地
区
ご
と
に
大
鼓
の
打
ち
方
や
小

歌
の
内
容
と
歌
い
方
、
被
り
物
、

衣
装
等
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な

つ
て
い

る
の
が
特
徴
と
な

つ
て
い
ま
す
。

桜
間
地
区
の

「神
踊
り
」
に
つ

い
て
は
、
神
事
と
し
て
、
集
落
の

平
和
　
安
全
　
五
穀
豊
穣
を
祈
願

し
、
子
ど
も
が
大
鼓
、
大
人
が
鉦

を
打
ち
な
が
ら
小
歌
に
合
わ
せ
て

踊
る
も
の
で
、
毎
年
八
月
十
六
日

に
実
施
さ
れ
、
そ
の
と
き
に
は
地

区
外
か
ら
の
見
物
人
も
含
め
、
大

勢
の
人
で
に
ぎ
わ
つ
た
も
の
で
す
。

戦
後
、
途
絶
え
て
い
た

「神
踊

り
」
が
、
昭
和
二
十
七
年
、
私
が

小
学
校
六
年
生
の
と
き
に
久
し
ぶ

平
成
元
年
度
に
は
、
国
の
ふ
る

さ
と
創
成

一
億
円
の
資
金
を
活
用

し
て
、
徳
島
市
が
実
施
し
た

「
一

地
区

一
文
化
お
こ
し
事
業
」
の
中

で
、
地
元
住
民
の
強
い
要
望
も
あ
っ

て
、
南
井
上
地
区
か
ら

「桜
間
の

神
踊
り
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
三

十
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
と
き
に
は

大
い
に
に
ぎ
わ
つ
た
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
二
十
年
余

り
が
経
過
し
た
今
日
に
お
い
て
、

ま
す
ま
す
少
子
高
齢
化
が
進
む
中

で
実
施
で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

今
後

「桜
間
の
神
踊
り
」
の
伝

承
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
私
案
で
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
伝
承
に
つ
い

て
は
小
集
落
の
問
題
と
せ
ず
、
例

え
ば
南
井
上
地
域
の
事
業
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
取
り
上

げ
、
検
討
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

南井上コミュニティ協議会 長田 憲典
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吋
練
璽
て
の

慶
沓
脱
石

応
神
町
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

源
義
経
が

一
ノ
谷
の
合
戦
で
敗

れ
た
平
家
の
拠
点
、
讃
岐
の
屋
島

を
、
背
後
か
ら
攻
撃
す
る
た
め
暴

風
の
中
、
夜
中
に
摂
津
の
浜
を
船

出
し
て
、　
一
一
人
五

（元
暦
二
）

年
二
月
十
七
日
明
け
方
、
現
在
の

小
松
島
市
に
上
陸
し
、
讃
岐
に
向

け
阿
波
の
地
を
駆
け
て
い
っ
た
こ

と
は
、
歴
史
上
有
名
で
周
知
の
と

お
り
で
あ
る
。

阿
波
の
各
地
に
は
、
義
経
や
義

経
の
忠
臣
で
剛
勇
の
僧
で
あ

っ
た

弁
慶
に
ま
つ
わ
る
数
多
く
の
伝
承
、

説
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

東
貞
方
地
区
の
弥
勒
寺
に
も
弁

慶
ゆ
か
り
の
石
が
あ
る
と

い
う
こ

と
が
、
先
人
た
ち
か
ら
語
り
継
が

れ
て
い
た
。

東
貞
方
地
区
の
佐
藤
博
之
家
は
、

先
祖
か
ら
伝
わ
る
古
文
書
の
系
図

が
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
に
、
義
経
が
平
家
追
討

の
た
め
讃
岐
に
向
か
う
途
中
、
現

在
の
吉
野
川
を
騎
馬
で
渡
る
た
め

の
案
内
を
頼
ま
れ
、
佐
藤
家
の
先

祖
の
関
の
不
と

い
う
人
が
、
浅
瀬

の
角

々
を
瀬
踏
し
て
先
導
し
、
難

な
く
渡
れ
た
の
で
、
義
経
が
角
瀬

川
と
名
付
け
た
。

そ
の
後
、
休
憩
の
た
め
弥
勒
寺

に
案
内
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
と
き
、
お
供
の
弁
慶
が
戦

勝
を
祈
願
す
る
た
め
、
沓
を
脱
ご

う
と
し
て
石
を
踏
む
と
、
足
の
力

で
石
に
跡
が
つ
い
た
の
で
、
弁
慶

の
沓
脱
石
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

石
の
大
き
さ
は
幅

一
メ
ー
ト
ル
、

奥
行
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、

そ
の
中
央
部
に
足
跡
模
様
の
へ
こ

み
が
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
「
応
神
町

郷
土
誌
」
と

「義
経
阿
讃
を
征
く
」

（郷
土
誌
家
の
田
村
直

一
先
生
著
）

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
沓
脱
石
は
、
弥
勒
寺
の
地

蔵
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

の
後
、
裏
庭
に
移
さ
れ
人
目
に
触

れ
る
こ
と
も
な
く
、
そ
の
存
在
を

知
る
人
も
少
な
く
な
り

つ
つ
あ

つ

た
。
郷
土
を
愛
し
、
地
域
の
史
跡

や
文
化
遺
産
を
後
世
に
継
承
し
、

地
域
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
私
た

ち
の
責
務
で
あ
る
。

弥
勒
寺
で
は
、
住
職
と
檀
家
が

相
談
し
、
弁
慶
の
沓
脱
石
を
前
庭

に
安
置
し
、
檀
信
徒
多
数

の
方
が
出
席
し
、
厳
か
に

開
眼
法
会
さ
れ
た
。

編

集

後

記

徳
島
城
御
殿
庭
園
は
戦
国
武
将

土
田
宗
箇
作
庭
の
桃
山
式
庭
園
で

す
。
そ
の
名
石
の
半
分
は
大
神
子

石
で
動
的
で
す
。
そ
れ
は
、
二
億

七
千
年
前
海
底
に
堆
積
し
て
い
た

泥
土
が
、
地
核
変
動
に
よ
り
圧
縮

さ
れ
て
で
き
た
徳
島
の
名
石
で
す
。

地
球
四
十
六
億
年
の
歴
史
か
ら

い
う
と
新
し
い
徳
島
と
い
？
」と
に

な
り
、
地
震
列
島
の

一
角
を
占
め

て
い
ま
す
。
地
震
災
害
対
策
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
由
縁
で
す
。

備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
。
人
田

地
区
の
町
民
総
出
、
微
に
入
り
細

に
入
り
総
合
計
画
が
た
て
ら
れ
、

活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
た
紹
介
は
、

他
の
範
と
な
る
で
し
ょ
つ
。

次
代
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
を

地
域
と
学
校
の
連
携
を
密
に
し
、

計
画
を
た
て
実
践
し
て
い
く
渭
北

の
取
組
み
に
驚
嘆
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

町
の
古
道
や
由
緒
あ
る
道
を
美

化
活
用
さ
れ
る
加
茂
名
や
新
町
の

活
動
に
地
域
お
こ
し
の
大
切
さ
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

芸
術
文
化
お
こ
し
は
コ
ミ
セ
ン

か
ら
の
息
吹
が
丈
六
か
ら
吹

い
て

き
ま
す
。

応
神
の
弁
慶
の
沓
脱
石
の
現
存

と
角
瀬
の
渡
り
は
貴
重
な
義
経
弁

慶
物
語
で
す
。
ぜ
ひ
市
民
の
宝
と

し
て
。
　

　

　

（佐
藤
義
忠
　
記
）


